
天
主
の
御
母 

聖
瑪
麗
亞
（
飜
譯
） 

高
田 

友 

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
に
見
出
し
た
る
「P

ro
d

u
cts M

ary - K
in

g
 R

ich
ard

's L
itu

rg
ical D

esig
n

 an
d

 

C
o

n
tractin

g

」
を
飜
譯
せ
り
。
原
文
を
検
索
せ
む
に
は
、T

h
e V

irg
in

 b
irth

 o
f Jesu

s w
as an

 alm
o

st 

u
n

iversally h
eld

 b
elief am

o
n

g
 C

h
ristian

s fro
m

 th
e 2

n
d

 u
n

til th
e 1

9
 cen

tu
ry.

と
打
ち
込
み
て
ク

リ
ッ
ク
す
る
が
便
な
る
べ
し
。 

扠さ
て

、
本
朝
獨
自
の
儀
な
れ
ど
、「
マ
リ
ア
」
な
り
や
「
マ
リ
ヤ
」
な
り
や
の
諍

あ
ら
そ

ひ
あ
り
。
希
伯
來

ヘ

ブ

ラ

イ

語
に

て
はM

iriam

（
ミ
リ
ア
ム
）
な
れ
ど
、
こ
れ
を
希
臘

ギ
リ
シ
ヤ

語
に
てM

aria

と
受
け
た
り
き
。i

はy

に
近
き
に

據
り
て
、
邦
語
に
て
は
「
マ
リ
ャ
」
と
す
る
が
原
音
に
忠
實
な
ら
む
か
と
ぞ
思
は
る
る
。 

「
マ
リ
ャ
」
は
耳
に
馴
染
み
な
け
れ
ば
暫
く
措
か
む
。

然

則

し
か
ら
ば
す
な
は
ち

、「
マ
リ
ア
」「
マ
リ
ヤ
」
い
づ
れ
も
理

あ
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
由
來
本
朝
の
言
靈

こ
と
だ
ま

に
は
、ia

の
如
き
母
音
連
續
を
嫌
ふ
の
儀
あ
り
て
、「
わ
が

い
も
（w

ag
aim

o

我
妹
）」
は
「
わ
ぎ
も(w

ag
im

o
)

」、「
近
江
」
は
「
淡
海
（
淡
水
湖
）」
の
義
に
て
「
あ

は
う
み(ap

au
m

i)

」
な
り
し
が
、ap

au
m

i

⇒ap
u

m
i

⇒afu
m

i

⇒au
m

i

と
轉
じ
て
、「
オ
ー
ミ
」
と
發
音

せ
ら
る
る
に
至
る
。
於
是
歟

こ
こ
に
お
い
て
か

、

某
そ
れ
が
し

は
「
マ
リ
ヤ
」
を
推
奬
仕
る
。 

中
國
語
に
て
は
、「
馬
利
亞
」
も
し
く
は
「
瑪
麗
亞
」
と
稱
へ
奉
る
。「
亞
」
を
用
ゐ
た
れ
ば
、「
ヤ
」

な
ら
で
「
ア
」
な
ら
む
と
思
ひ
き
や
、
現
代
北
京
音
に
て
は
「
亞
」
字
は
「
ヤ
」
の
音
な
り
。 

R
u

ssia

も
「
露
西
亞
」
な
れ
ば
、「
ロ
シ
ア
」
な
ら
で
「
ロ
シ
ヤ
」
な
り
。 

本
稿
に
て
は
、「
瑪
麗
亞
」
と
表
記
す
。「
マ
リ
ヤ
」
と
讀
み
給
へ
か
し
。 

  

「
神
の
母
」(

希
臘
語T

h
eo

to
k
o

s)

な
る
瑪
麗
亞
の
稱
號
は
、
四
三
一
年
、
第
一
囘
エ
フ
ェ
ソ
ス
宗
敎

會
議
に
て
確
認
せ
ら
れ
た
り
。
會
議
催
さ
れ
た
る
敎
會
の
名
を
聖
瑪
麗
亞
敎
會
と
い
ふ
。（
譯
者
註
：
聖

母
は
エ
フ
ェ
ソ
ス
〈
現
ト
ル
コ
南
西
部
〉
に
て
被
昇
天
せ
ら
れ
た
り
と
の
說
有
力
な
り
） 

こ
の
と
き
定

め
ら
れ
た
る
敎
義
に
據
れ
ば
、
瑪
麗
亞
を
神
の
母
と
申
し
上
ぐ
る
所
以
は
、
其
の
一
つ
兒ご

耶
蘇

イ
エ
ズ
ス

、
神
性
と

人
性
と
を
具そ

な

へ
た
れ
ば
な
り
。
該こ

の
敎
義
は
、
キ
リ
ス
ト
者
に
廣
く
認
諾
せ
ら
れ
、「
神
の
母
」
な
る
語



は
、
瑪
麗
亞
に
捧
ぐ
る
最
古
の
祈
禱
「
ス
ブ
・
ト
ゥ
ウ
ム
・
プ
ラ
エ
シ
デ
ィ
ウ
ム
」（"S

U
B

  T
U

U
M

  

P
R

A
E

S
ID

IU
M

" 

羅ラ

甸テ
ン

語
「
御
身
が
庇
護
の
下
に
」）
の
中
に
既
に
用
ゐ
ら
る
。
さ
は
大
略

ほ

ぼ

紀
元
二
五
〇

年
の
儀
な
り
き
。 

  

耶
蘇
の
處
女
懷
胎
は
キ
リ
ス
ト
者
の
間
に
て
、
二
世
紀
よ
り
始
ま
り
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
、
遍
く
信

じ
ら
れ
た
り
き
。
抑
〻
キ
リ
ス
ト
敎
の
古
來
の
信
條
（
信
仰
告
白
）
に
三
つ
あ
り
。
ニ
ケ
ー
ア
信
條
、
ア

タ
ナ
シ
ウ
ス
信
條
、
使
徒
信
條
、
こ
れ
な
り
。
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
、
處
女
懷
胎
を
史
實
な
り
と
し
、

就
中

な
か
ん
づ
く

ニ
ケ
ー
ア
信
條
に
て
は
、
耶
蘇
は
「
聖
靈
と
處
女
瑪
麗
亞
に
由
り
て
人
と
な
り
」
と
敍
述
せ
ら
る
。

マ
タ
イ
の
福
音
書
に
て
は
、
瑪
麗
亞
の
處
女
に
て
あ
ら
せ
ら
る
る
は
、
イ
ザ
ヤ
書
七
章
十
四
節
の
預
言
を

全
か
ら
し
め
ん
が
爲
な
り
と
說
く
。
た
だ
、
さ
は
、
希
伯
來
語
のalm

a

（
若
き
女
）
を
希
臘
語
に
て

p
arth

en
o

s

（
處
女
／
神
殿
パ
ル
テ
ノ
ンp

arth
en

b
o

n

と
同
根
／
該が

い

神
殿
は
處
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
を
祀ま

つ

る
）
と
誤
譯
し
た
る
よ
り
來
た
る
と
の
解
釋
も
あ
り
。
マ
タ
イ
、
ル
カ
の
福
音
書
の
兩
著
者
は
、
耶
蘇
の

受
肉
は
性
の
交
は
り
の
然
ら
し
む
る
所
に
あ
ら
ず
と
言
ひ
、
瑪
麗
亞
は
耶
蘇
の
誕
生
以
前
に
男
子
と
結
ば

れ
た
る
の
條
な
か
り
き
と
敎
ふ
。
換
言
す
れ
ば
す
な
は
ち
、
瑪
麗
亞
の
耶
蘇
を
懷
胎
し
た
ま
ひ
し
は
、
神

お
よ
び
聖
靈
の
所
作
に
據
る
所
に
し
て
、
約
瑟

ヨ

セ

フ

な
ら
む
と
他
の
男
子
な
ら
む
と
、
悉
皆

し
つ
か
い

身
を
任
せ
給
ふ
の

儀
な
か
り
き
。 

  

瑪
麗
亞
の
被
昇
天
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
も
し
く
は
就
寢
（
東
方
正
敎
會
）
の
敎
義
は
、
逝
去
せ
ら
れ
て
、

天
に
召
喚
せ
ら
れ
た
る
を
言
ふ
。（
譯
者
註
：
カ
ト
リ
ッ
ク
に
て
は
聖
母
は
命
あ
る
ま
ま
に
天
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
り
と
解
き
、
東
方
正
敎
會
に
て
は
、
逝
去
し
て
す
な
は
ち
天
に
召
さ
れ
た
る
に
し
て
、「
就

寢
」
と
は
死
の
謂
ひ
な
り
。
ま
た
、
耶
蘇
は
自
ら
の
力
以
て
天
に
昇
り
た
れ
ば
「
昇
天
」
と
言
ひ
、
聖
母

は
神
に
よ
り
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
れ
ば
「
被
昇
天
」
と
申
す
） 

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
に
て
は
一
九
五

〇
年
、
敎
皇
ピ
オ
十
二
世
被
昇
天
の
敎
義
を
公
に
す
。
然
れ
ど
も
、
そ
の
際
、
瑪
麗
亞
の
死
に
就
て
言
及

あ
り
と
雖
も
、
死
に
給
ひ
た
り
や
、
さ
な
ら
ず
や
の
儀
に
及
び
て
は
、
確
定
せ
ら
る
る
こ
と
な
か
り
き
。



東
方
正
敎
會
に
て
は
、
處
女
瑪
麗
亞
の
被
昇
天
を
信
じ
、
其
の
就
寢
と
と
も
に
奉
祝
す
。
換
言
す
れ
ば
、

死
し
て
後
に
蘇
へ
り
た
ま
ひ
し
と
こ
そ
は
爲
す
な
れ
。 

  

カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
瑪
麗
亞
の
「
無
原
罪
の
御
宿
り
」
を
信
ず
。
御
母
（
ア
ン
ナ
）
の
胎
內
に
宿
り
た
ま

ひ
し
よ
り
恩
寵
に
滿
た
さ
れ
、
原
罪
の
汚
穢

を

ゑ

を
免
れ
た
り
と
は
、
一
八
五
四
年
、
敎
皇
ピ
オ
九
世
の
宣
し

た
る
所
な
り
。
羅
甸
敎
會
（
カ
ト
リ
ッ
ク
正
統
派
）
に
は
、「
無
原
罪
の
聖
瑪
麗
亞
」
な
る
祝
日
あ
り

て
、
十
二
月
八
日
に
定
め
ら
る
。
東
方
正
敎
會
は
「
無
原
罪
の
御
宿
り
」
を
斥
く
る
が
、
さ
は
、「
先
祖

の
罪
」（
希
臘
語
に
て
羅
甸
敎
會
の
原
罪
に
相
當
す
）
の
解
釋
に
關
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
お
よ
び

羅
甸
敎
會
に
異
を
立
つ
る
所
あ
れ
ば
な
り
。 

  

「
瑪
麗
亞
の
永
遠
の
處
女
性
」
の
信
仰
は
、
瑪
麗
亞
は
眞
實
處
女
に
ま
し
ま
し
、
且
つ
又
生
涯
處
女
に

あ
ら
せ
ら
れ
た
り
と
す
。
神
の
子
を
人
と
し
て
出
產
せ
ら
れ
た
り
と
雖
も
、
爭や

は

か
其
の
無
垢
損
な
は
る
る

の
由
あ
る
べ
け
ん
。
瑪
麗
亞
をE

ver-V
irg

in

（
希
臘
語A

eip
ath

en
o

s

）
と
呼
び
奉
る
が
、
茲
許

こ
こ
も
と

「
永
世

處
女
」
も
し
く
は
「
常と

こ

乙
女

を

と

め

」
と
譯
し
て
む
。
そ
の
謂い

ひ
や
、
生
あ
る
限
り
處
女
に
て
お
は
し
ま
し
、
生

み
た
ま
ひ
け
る
は
一
人
耶
蘇
の
み
と
の
儀
な
り
。
耶
蘇
の
懷
胎
と
誕
生
を
奇
蹟
と
爲
す
の
所
以
な
り
。
聖

書
は
耶
蘇
に
兄
弟
姉
妹
あ
り
し
と
述
ぶ
れ
ど
、
東
方
正
敎
會
は
約
翰

ヨ

ハ

ネ

の
原
福
音
書
を
引
き
、
其
の
義
を
說

い
て
曰
く
、
約
瑟

ヨ

セ

フ

は
瑪
麗
亞
を
娶
る
以
前
に
先
妻
あ
り
、
渠か

れ

死
し
て
鰥
夫

や

も

め

と
成
れ
ど
も
、
す
で
に
子
あ
り

き
と
。（
す
な
は
ち
耶
蘇
の
兄
姊
な
り
） 

ま
た
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
に
て
は
、
敎
父
ジ
ェ
ロ
ー
ム

の
說
に
隨
ひ
て
、
さ
は
耶
蘇
の
從
兄
弟
な
り
き
と
敎
ふ
。 

（
令
和
四
年
四
月
二
十
七
日
受
附
） 

 


